
【
イ
ラ
ン
戦
争
】

　
２
０
２
６
年
１
月
２
日

に
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
を
奇
襲
、
大
統
領
を
拉

致
し
、
ア
メ
リ
カ
に
連
行

し
た
作
戦
は
中
露
の
防
御

シ
ス
テ
ム
、
張
り
子
の
虎

だ
と
露
呈
さ
せ
た
。
２
月

28
日
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻

撃
が
開
始
さ
れ
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
終
戦
の
目
途

と
し
て
「
４
週
間
〜
５
週

間
」
と
し
て
い
る
の
は
、

自
国
の
ミ
サ
イ
ル
の
保
有

数
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る

が
、
思
惑
通
り
に
事
が
運

べ
ば
い
い
が
、
長
期
戦
の

予
測
も
出
始
め
た
。

　
今
回
も
中
露
の
迎
撃
シ

ス
テ
ム
が
無
効
だ
と
い
う

こ
と
な
の
だ
が
、
再
確
認

す
る
結
果
と
な
り
、
最
高

指
導
者
の
爆
死
に
成
功
し

た
が
、
こ
れ
で
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
よ
う
な
親
米
政
権

が
誕
生
す
る
と
の
目
算

が
外
れ
、
イ
ラ
ン
は
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
や
湾

岸
諸
国
ま
で
爆
撃
の
範

囲
を
広
げ
、
先
行
き
が

全
く
読
め
な
い
状
況
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
警
備
に
各
国

に
艦
艇
の
派
遣
を
要
請

し
て
い
る
が
、
各
国
の

反
応
が
鈍
い
な
か
で
、

２
月
20
日
に
高
市
首
相

が
訪
米
し
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
会
談
し
た
が
、

事
前
に
は
自
衛
隊
派
遣

を
強
要
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
過
剰
と
も

思
え
る
観
測
が
あ
っ
た

が
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

に
十
兆
円
の
巨
額
投
資

を
約
束
し
、
大
過
な
く

会
談
は
終
わ
っ
た
よ
う

だ
。
今
回
も
だ
が
、オ
ー

ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
危
惧

が
大
外
れ
に
終
わ
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
は
、
孤
立

無
援
の
状
態
で
あ
り
、

成
果
を
誇
る
眼
に
見
え

る
結
果
を
携
え
た
日
本

を
歓
迎
し
な
い
は
ず
が

な
い
、
最
も
そ
れ
が
永
続

し
な
い
の
が
ト
ラ
ン
プ
の

怖
さ
だ
が
…
。

　
ソ
フ
ト
に
特
化
し
、
製

造
業
が
弱
体
化
し
た
ア
メ

リ
カ
へ
の
投
資
は
日
本
が

ア
メ
リ
カ
製
造
業
の
補
完

勢
力
と
な
る
こ
と
で
あ

り
、
日
米
共
に
有
意
義
な

選
択
で
あ
る
。

　
イ
ラ
ン
戦
争
の
行
方
だ

が
、
長
期
泥
沼
を
予
想
す

る
の
が
マ
ス
コ
ミ
の
大
半

の
論
調
だ
。
し
か
し
、
ト

ラ
ン
プ
は
国
内
世
論
の
旗

色
が
悪
く
な
れ
ば
、
イ
ラ

ン
の
国
家
体
制
を
転
換

し
、
親
米
政
権
を
樹
立
す

る
当
初
の
目
的
が
達
成
で

き
な
い
ま
ま
に
、
勝
手
に

勝
利
宣
言
を
ぶ
ち
上
げ

て
、
終
戦
す
る
と
予
想
す

べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

　
イ
ラ
ン
も
国
力
が
疲
弊

し
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
に
大
規
模
な
報
復
を

続
け
る
軍
事
力
が
あ
る
と

も
思
え
な
い
。

※
写
真
は
『
キ
リ
ス
ト
の

顔
』
油
彩
10
号　
作　
澤

村
洋
二

（
48
）

マ
ル
チ
ア
ー
チ
ス
ト

澤
村
洋
二

想
い
つ
く
ま
ま

業
界
初　
住
宅
に
お
け

る
複
層
壁
の
水
分
検
査

機
「
壁
ス
キ
ャ
ナ
」
を

開
発

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業

（
株
）
は
、
戸
建
住
宅
や

賃
貸
住
宅
な
ど
に
お
け

る
複
層
壁
の
水
分
検
査

機
「
壁
ス
キ
ャ
ナ
」
を

開
発
し
た
。

　

同
製
品
は
、
通
気
層

を
含
む
複
層
壁
内
部
の

含
水
状
態
を
測
定
・
可

視
化
で
き
る
業
界
初（
※

同
社
調
べ
）
の
水
分
検

査
機
。
建
材
に
よ
っ
て

電
磁
波
の
通
り
や
す
さ

は
異
な
る
が
、
建
材
が

水
を
含
む
と
、
乾
い
て

い
る
時
と
比
べ
て
電
磁

波
の
強
さ
な
ど
が
大
き

く
変
化
す
る
。「
壁
ス

キ
ャ
ナ
」
は
こ
の
変
化

を
読
み
取
る
こ
と
で
、

壁
を
壊
さ
ず
に
内
部
の

含
水
状
態
を
推
定
す
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

【
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
】

　

全
国
の
地
価
は
、
景
気
が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
中
、
地
域
や
用
途
に
よ
り
差
が
あ
る
も
の
の
、
三

大
都
市
圏
で
は
上
昇
幅
が
拡
大
し
、
地
方
圏
で
も
上

昇
傾
向
が
継
続
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
上
昇
基
調

が
続
い
て
い
る
。

☆ News Release Line Up ☆
【（一社）リビングアメニティ協会（ALIA）】2025 年度 ALIA 調査報告書
3 件発表〜住宅建材・設備関連の消費者ニーズ等の調査 〜

【パナソニック ホームズ（株）】撮影データと AI 解析で 建築現場の施
工状況を遠隔で可視化　遠隔施工管理システム「zenshot( ゼンショッ
ト )」※の本格導入を開始　移動削減によって施工管理業務を効率化し 
生産性が向上　※ Zen Intelligence （株）

【旭化成ホームズ（株）・ツクルロマン（株）】海外事業のさらなる拡大
とグローバル人材育成を推進　英語力強化プログラム本格導入〜海外
住宅事業の実務に即した “ 使える英語力 ” を体系的に強化〜

【ミサワホーム（株）】深刻化する「マンション管理問題」を両社の強
みを融合して解決　ミサワホーム（株）と（株）合人社計画研究所、
マンション管理の合弁会社を設立　建物の適正管理から地域コミュニ
ティの活性化まで一気通貫で支援

【DAIKEN（株）】「Data Center Japan 2026」（３月）に出展〜高強度のシ
ステム天井で、堅牢なサーバールームづくりを提案〜

【YKK AP（株）】東北製造所に同社初の企業内保育施設「あおいとり保育園」
を開園　高い断熱性と震度７に耐える高い耐震性で安全・快適な保育空間

《 回 覧 の お 願 い 》 更 な る 情 報 発 信 力 強 化 に ご 協 力 お 願 い い た し ま す 。
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■
序
章　
創
立
前
史

１
８
７
６
〜
１
９
１
７（
明

治
初
期
〜
大
正
６
年
４
月
）

　
１
８
６
８（
明
治
元
）年
、

２
６
０
年
以
上
続
い
た
江

戸
幕
府
が
終
焉
を
迎
え
新

政
府
が
成
立
し
、
明
治
時

代
が
始
ま
っ
た
。

　

当
時
、
欧
米
で
は

１
８
３
０
年
代
に
産
業
革

命
を
完
了
し
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
を
は
じ
め
、
各
国
が

資
本
主
義
経
済
を
確
立
し

て
い
た
。
新
政
府
は
欧
米

諸
国
に
追
い
付
く
た
め
の

環
境
整
備
を
始
動
さ
せ

た
。
そ
れ
ら
は
廃
藩
置

県
（
１
８
７
１
年
）
に
よ

る
中
央
集
権
化
、
秩
禄
処

分
（
１
８
７
３
年
）
に
よ

る
士
農
工
商
制
度
の
解

体
、地
租
改
正
（
１
８
７
３

年
）
に
よ
る
政
府
収
入
の

確
保
、
工
部
省
・
内
務

省
設
置
（
１
８
７
０
年
・

１
８
７
３
年
）
に
よ
る
殖

産
興
業
政
策
の
推
進
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　
富
国
強
兵
を
目
的
と
し

た
殖
産
興
業
政
策
で
は
、

特
に
軍
事
工
業
に
重
点
が

置
か
れ
、
外
国
人
技
術
者

を
日
本
に
招
聘
（
し
ょ

う
へ
い
）
す
る
な
ど
欧
米

か
ら
の
技
術
移
転
に
よ

り
近
代
工
業
を
育
成
し

た
。
そ
し
て
、
日
清
戦
争

（
１
８
９
４
〜
１
８
９
５

年
）、日
露
戦
争（
１
９
０
４

〜
１
９
０
５
年
）
に
よ
り
、

軍
部
と
結
ん
だ
重
工
業
の

発
展
と
資
本
主
義
の
発
達

が
見
ら
れ
た
。

　
１
９
１
０
年
代
か
ら
は

工
場
の
動
力
源
と
し
て
電

力
の
普
及
が
急
速
に
進

み
新
た
な
産
業
も
勃
興

し
、
そ
の
後
の
第
１
次
世

界
大
戦
（
１
９
１
４
〜

１
９
１
８
年
）
の
期
間
に
、

各
産
業
は
成
長
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　
欧
米
先
進
国
の
文
化
が

急
速
に
流
入
し
、
風
習
や

衣
食
住
に
も
大
き
な
変
化

が
起
こ
る
中
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
森
村

組
が
創
設
さ
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
百
年
史
」
よ
り

住
設
建
材
産
業
史
実
録

住
設
建
材
産
業
史
実
録
（
１
）

国
土
交
通
省
公
表
『
令
和
８
年
地
価
公
示
』

全
国
の
地
価
動
向
は
全
用
途
平
均
で
５
年
連
続
上
昇

　

令
和
８
年
地
価
公
示

は
、
全
国
２
６
，
０
０

０
地
点
を
調
査
対
象
と

し
て
実
施
し
、
そ
の
結

果
、
１
年
間
の
地
価
動

向
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

☆　
　

☆　
　

☆

〔
全
国
平
均
〕

　

全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
５
年
連
続
で
上
昇

し
、
全
用
途
平
均
・
商

業
地
は
上
昇
幅
が
拡

大
し
た
が
、
住
宅
地
は

前
年
と
同
じ
上
昇
幅
と

な
っ
た
。

〔
三
大
都
市
圏
〕

　

全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
５
年
連
続
で
上
昇
し
、

上
昇
幅
が
拡
大
し
た
。

◎
東
京
圏
、
大
阪
圏
で

は
全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
上
昇
幅
が
拡
大
し
た
。

◎
名
古
屋
圏
で
は
い
ず

れ
も
上
昇
幅
が
縮
小
し

た
。

〔
地
方
圏
〕

　

全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず

れ
も
５
年
連
続
で
上

昇
し
、
全
用
途
平
均
・

住
宅
地
は
上
昇
幅
が
縮

小
し
た
が
、
商
業
地
は

前
年
と
同
じ
上
昇
幅
と

な
っ
た
。

◎
地
方
四
市（
札
幌
市
・

仙
台
市
・
広
島
市
・
福

岡
市
）
で
は
、
全
用
途

平
均
・
住
宅
地
・
商
業

地
の
い
ず
れ
も
上
昇
幅

が
縮
小
し
た
。

◎
そ
の
他
の
地
域
で
は

全
用
途
平
均
・
住
宅
地

は
前
年
と
同
じ
上
昇
幅

と
な
っ
た
が
、
商
業
地

の
い
ず
れ
も
上
昇
幅
が

拡
大
し
た
。

〈発売戸数〉全国の発売戸数は前年比０. ８％増の５
万９，９４０戸。４年ぶりの増加。（過去最多は１９
９４年の１８万８，３４３戸）
　首都圏が前年比４.５％減。近畿圏が前年比１１.８％増。
東海・中京圏が前年比０. ９％増。
　首都圏や東北などが減少の一方で、近畿圏や中国、
四国などが増加。

〈平均価格〉戸当り平均価格は前年比７. ８％アップ
の６，５５６万円。９年連続のアップ。
　首都圏は前年比１７. ４％アップ。近畿圏は前年比
０. ５％ダウン。

〈㎡単価〉１㎡当り単価は前年比10.８％アップの１０４.５
万円。１３年連続のアップ。
　首都圏は前年比１８. ３％アップ。近畿圏は前年比
５. １％アップ。

※平均価格、㎡単価ともに９年連続で最高値更新。

（株）不動産経済研究所　２０２５年
全国新築分譲マンション市場動向

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

令
和
６
年
「
世
帯
動
態
調
査
」
結
果
概
要

☆
集
計
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
（
抜
粋
）
☆

《
親
子
の
同
居
傾
向
》
18
歳
以
上
の
子
を
持
つ
40

歳
以
上
の
者
の
う
ち
、
子
と
同
居
し
て
い
る
割
合

は
46
・９
％
で
、前
回
調
査
（
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
）
の
51
・
２
％
よ
り
低
下
し
て
お
り
、
子
と
離

れ
て
暮
ら
す
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
も
、
生
存
し
て

い
る
親
と
の
同
居
割
合
は
20
・
８
％
で
、
前
回
調

査
の
23
・
４
％
よ
り
低
下
し
て
い
る
。

《
世
帯
の
継
続
と
変
化
》
現
在
世
帯
主
で
あ
る
人

の
う
ち
、
５
年
前
も
世
帯
主
で
あ
っ
た
者
の
割
合

は
88
・
９
％
で
、
前
回
調
査
と
比
べ
て
わ
ず
か
に

上
昇
し
た
。

《
親
世
帯
か
ら
の
離
家
》
40
歳
未
満
の
者
で
親
元

を
離
れ
た
こ
と
が
あ
る
割
合
は
、
20
〜
24
歳
か
ら

25
〜
29
歳
に
か
け
て
、
男
性
で
は
33
・
８
％
か
ら

66
・
６
％
へ
、
女
性
で
は
34
・
１
％
か
ら
67
・
５
％

へ
と
、
と
も
に
大
き
く
上
昇
す
る
パ
タ
ー
ン
が
み

ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
前
回
調
査
と
同
様
で
あ
る
。

　

子
ど
も
が
全
員
親
元
を
離
れ
て
い
る
「
エ
ン
プ

テ
ィ
・
ネ
ス
ト
」
へ
の
移
行
は
、
親
が
55
〜
59
歳

お
よ
び
60
〜
64
歳
の
時
期
に
多
い
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
、
令
和
６
（
２

０
２
４
）
年
に
実
施
し
た
「
第
９
回
世
帯
動
態
調
査
」

の
結
果
概
要
を
次
の
通
り
公
表
し
た
。

国
内
初　
住
宅
改
修
に

お
け
る
窓
ガ
ラ
ス
の
資

源
循
環
の
実
証
実
験
を

開
始

　

積
水
ハ
ウ
ス
（
株
）、

大
栄
環
境
（
株
）、
Ａ
Ｇ

Ｃ
（
株
）
の
３
社
は
、
住

宅
※
の
改
修
工
事
に
伴
い

発
生
す
る
廃
サ
ッ
シ
か
ら

窓
ガ
ラ
ス
を
回
収
し
、
元

の
窓
ガ
ラ
ス
と
同
等
品
質

の
窓
ガ
ラ
ス
へ
再
生
す
る

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
証

実
験
を
３
月
よ
り
関
西
圏

【
積
水
ハ
ウ
ス
・
大
栄
環
境
・
Ａ
Ｇ
Ｃ
】

で
開
始
し
た
。ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
・

ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
が
連
携

し
て
窓
ガ
ラ
ス
を
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
循
環
型
モ

デ
ル
は
国
内
初
と
な
る
。

※
賃
貸
住
宅
を
含
む
２
階

建
ま
で
の
低
層
住
宅
が
対

象
。

（
鞍
馬
寺
顧
問
・（
一
社
）

総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

　
元
理
事
）

【
お
こ
と
わ
り
】
作
者
の

都
合
に
よ
り
「
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
エ
ッ
セ
ン
ス
」

を
休
載
い
た
し
ま
し
た
。
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建
築
金
物
産
業
史
実
録

建
築
金
物
産
業
史
実
録
（
118
）

「
華
麗
な
る
一
族
｜
金
物
問
屋
の
系
譜
｜
」（
昭
和
58
年
発
刊
）
よ
り

♦
高
岡
幸
八
商
店
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
宣
次

氏
は
勤
勉
か
つ
如
才
が

な
く
、
し
か
も
役
人
と
し

て
そ
れ
ま
で
培
っ
た
論

理
的
発
想
、組
織
づ
く
り
、

さ
ら
に
は
人
づ
く
り
な

ど
優
れ
た
特
性
が
あ
っ

た
が
、
宣
次
氏
の
こ
の
特

性
は
同
店
自
体
の
た
め
、

は
た
ま
た
東
京
金
物
卸

業
界
の
た
め
（
現
在
の
東

京
金
物
連
合
卸
商
業
協

組
の
前
身
で
あ
る
東
京

金
物
同
業
組
合
組
合
長

と
し
て
宣
次
氏
は
昭
和

八
年
八
月
か
ら
同
十
六

年
ま
で
の
八
年
間
つ
と

め
た
）
そ
の
発
展
に
大
き

な
尽
力
が
あ
り
、
そ
の
偉

大
な
足
跡
は
金
物
業
界

史
に
あ
っ
て
今
に
至
る

も
、
燦
た
る
光
芒
を
放
っ

て
い
る
。

　

宣
次
氏
率
い
る
高
岡

幸
八
商
店
に
大
正
四
年

五
月
に
入
店
し
た
の
が
、

第
二
次
大
戦
後
の
東
京

金
物
卸
業
界
に
あ
っ
て
、

そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ

た
浅
井
秀
三
氏
で
あ
り
、

ま
た
東
京
器
物
卸
業
界

の
雄
、
吉
安
・
初
代
社
長

の
故
・
佐
藤
靖
治
氏
な
ど

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

朝
鮮
総
督
府
に
役
人

と
し
て
勤
務
し
て
い
た

高
岡
宣
次
氏
が
高
岡
幸

八
商
店
五
代
目
の
社
長

と
し
て
本
家
に
戻
っ
た

い
き
さ
つ
に
話
を
戻
す
。

（
つ
づ
く
）

♦
内
田
昌
吾
氏
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
上
記

し
た
朝
鮮
、
満
州
へ
の
内

田
商
店
の
出
張
は
隔
月

で
、
出
荷
商
品
そ
の
も
の

は
、
朝
鮮
向
け
は
国
内
品

と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
満

州
向
け
は
、
露
式
錠
、
取

手
、
そ
の
他
の
も
の
に
至

る
ま
で
、
か
な
り
国
内
品

と
は
ス
タ
イ
ル
を
異
に
し

た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
取
引

で
は
、
朝
鮮
は
荷
為
替
付

出
荷
の
う
え
、
二
カ
月
後

に
は
銀
行
に
入
金
と
な
る

の
で
有
利
な
商
売
と
も

な
っ
た
。
一
方
、
満
州
で

の
取
引
は
そ
の
後
、
中
国

に
も
伸
び
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
天
津
で
は
南
京
錠
、

掛
金
類
の
大
量
成
約
を

み
、
こ
れ
を
機
に
華
商
と

も
取
引
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
こ
に
同
店
の
鮮
満

支
の
販
売
ル
ー
ト
が
確
立

シ
リ
ー
ズ

〈
結
果
サ
マ
リ
ー
〉

お
う
ち
防
犯
名
人
、
侵
入
盗
で
狙
わ

れ
や
す
い
60
代
以
上
の
割
合
は
わ
ず

か
９・７
％
と
、50
代
以
下（
18・２
％
）

の
半
分
。
特
に
「
侵
入
経
路
」
の
理

解
に
ギ
ャ
ッ
プ
。

　
「
お
う
ち
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
」
正
答
率

９
割
以
上
の
「
お
う
ち
防
犯
名
人
」

の
割
合
は
、50
代
以
下
で
は
18
・２
％
、

60
代
以
上
で
は
９
・
７
％
。
女
性

60
代
以
上
に
お
い
て
は
わ
ず
か
６
・

１
％
。

　
「
戸
建
て
住
宅
で
最
も
多
い
侵
入
経

路
」（
正
答
：
掃
き
出
し
窓
）
を
問
う

設
問
で
は
、50
代
以
下
で
は
29
・３
％
、

60
代
以
上
で
は
40
・
４
％
が
誤
答
。

現
代
の
住
宅
防
犯
に
欠
か
せ
な
い
、

具
体
的
な
防
犯
対
策
の
周
知
は
全
世

代
で
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
。

　

犯
罪
者
に
よ
る
「
マ
ー
キ
ン
グ
」

の
意
味
を
問
う
設
問
は
性
年
代
問
わ

ず
約
３
人
に
１
人
が
誤
答
。

　
「
窓
」
の
防
犯
性
能
を
示
す
「
Ｃ
Ｐ

マ
ー
ク
」
の
認
知
率
は
性
年
代
問
わ

ず
半
数
以
下
。

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

日
華
事
変
が
お
こ
り
、
外

地
販
売
で
は
打
撃
を
う
け

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、

国
内
の
方
も
資
材
入
手
難

と
な
り
、
昭
和
十
四
年
十

二
月
、
内
田
氏
は
つ
い
に

製
造
を
中
心
と
し
た
永
和

工
業
（
株
）
を
設
立
す
る

こ
と
を
決
心
し
た
の
で

　
警
察
庁
公
表
の
「
犯
罪
統
計
資
料　
令
和
７
年
１
〜

12
月
（
確
定
値
）」
に
よ
れ
ば
、
刑
法
犯
総
数
は
前
年
比

３
万
６
４
６
３
件
増
の
７
７
万
４
１
４
２
件
と
な
っ
た
。

（
２
０
１
９
年
の
総
数
は
７
４
万
８
５
５
９
件
）

刑
法
犯
総
数　
前
年
比
増
の
約
７
７
万
４
千
件
に

「
続
・
あ
さ
に
け
に
」（
発

行
日
：
昭
和
61
年
６
月
／

編
集・発
行
：
清
水
（
株
））

〔
造
幣
局
見
学
〕

　
（
前
号
の
続
き
）
つ
い
で

に
１
円
の
ア
ル
ミ
硬
貨
の

話
が
出
た
が
、
こ
の
方
は

実
は
完
全
な
赤
字
だ
そ
う

で
原
価
は
１
円
の
２
倍
以

上
も
つ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
え

ば
い
く
ら
１
グ
ラ
ム
の
も

の
で
も
こ
れ
だ
け
の
製
品

が
１
円
で
は
工
賃
も
で
な

い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
１
円

が
よ
く
紛
失
さ
れ
る
の
で

思
う
よ
う
に
回
収
が
で
き

な
い
た
め
い
く
ら
量
産
し

て
も
追
い
つ
か
な
い
そ
う

で
あ
る
。
つ
ま
り
赤
字
の

随
想
「
あ
さ
に
け
に
」（
清
水　
進
一　
著
）

珠
玉
の
随
筆
集
・
心
の
灯
火
（
56
）

も
の
が
注
文
が
一
番
多
く
、

採
算
の
合
う
他
の
硬
貨
は

比
較
的
回
収
が
順
調
だ
か

ら
そ
ん
な
に
追
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
と
の
こ
と
。
い
か
に

も
親
方
日
の
丸
役
人
さ
ん

の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
わ
れ

わ
れ
の
商
売
な
ら
と
っ
く

に
つ
ぶ
れ
て
い
る
筈
で
あ

る
。
さ
て
こ
の
新
製
品
が
出

て
喜
ぶ
の
は
果
た
し
て
誰

だ
ろ
う
。
さ
し
ず
め
自
動
販

売
機
の
メ
ー
カ
ー
と
小
銭

入
れ
の
財
布
屋
さ
ん
位
で
、

わ
れ
わ
れ
は
か
え
っ
て
重

い
目
を
す
る
だ
け
で
何
の

恩
恵
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
の

辺
の
食
堂
の
う
ど
ん
も
そ

ば
も
、
あ
る
い
は
コ
ー
ヒ
ー

ま
で
が
何
で
も
最
低
５
０

０
円
単
位
に
な
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
皆

さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
か
な
。

［
昭
和
57
年
３
月
］

あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
昭
和
十
四
年

十
二
月
に
建
築
金
物
卸

商
・
内
田
昌
吾
商
店
が

メ
ー
カ
ー
た
る
永
和
工
業

（
株
）
に
転
身
す
る
ま
で

の
内
田
商
店
の
扱
品
の
一

つ
で
あ
っ
た「
完
全
捻
締
」

の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。　
　
　
（
つ
づ
く
）

2026 年（令和８年）5月号　　　　（２）

シ
ミ
ズ
フ
ェ
ア
２
０
２
６

　
清
水
（
株
）（
統
括
本

部
：
東
大
阪
市
金
物
町

　

清
水
雅
揮
社
長
）
で

は
、
４
月
11
日
午
前
９

時
30
分
よ
り
大
阪
市
中

央
区
の
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２

階　

Ｃ
ホ
ー
ル
に
て
恒

例
の
『
シ
ミ
ズ
フ
ェ
ア

２
０
２
６　

次
代
（
じ

だ
い
）
を
紡
（
つ
む
）

ぐnew
 PRO

ducts

』

＝
写
真
下
は
会
場
も
よ

う
＝
を
開
催
、
朝
早
く

か
ら
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
う
会
場
で
は
、
シ

ミ
ズ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
商
材
展
示
、「
暑
さ

対
策
」「
防
災
」「
イ
ン

テ
リ
ア
」
関
係
の
特
別

企
画
展
示
、
今
話
題
の

５
社
に
よ
る
「
商
品
実

演
・
説
明
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
」

（
11
時
よ
り
会
場
中
央
に

て
開
始
）
を
展
開
、
活

発
な
商
談
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、『
シ
ミ
ズ
フ
ェ

ア
２
０
２
６
』
は
３
会

場
で
開
催
、
３
月
の
東

京
会
場
、
４
月
の
大
阪

会
場
に
続
い
て
、
５
月

22
日
に
は
福
岡
会
場「
博

多
国
際
展
示
場
＆
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

３
階
」
に
て
開
催
す
る
。

※
写
真
上
は 

開
会
式
も

よ
う
（
左
端
は
清
水
雅

揮
・
清
水
（
株
）
社
長
、

右
端
は
清
水　

修
・
清

水
（
株
）
会
長
、
右
か

ら
二
番
目
は
安
田　
誠
・

（
株
）
安
田
社
長
）。

「
次
代
（
じ
だ
い
）
を
紡
（
つ
む
）
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に

　

同
社
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー
ス

と
と
も
に
制
作
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
お
う
ち
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
」
※
の
回

答
結
果
を
も
と
に
、
最
新
の
防
犯
意
識

と
傾
向
を
公
開
し
た
。

警
察
庁
公
表　
令
和
７
年
刑
法
犯
認
知
件
数（
確
定
値
）

※昨年 10 月 24 日から１ヶ月間でのべ１１，５４０人（全国）が参加。今回はその中でも
　性別、年代が判明している 30 代以上の男女３，０４８人を分析対象としている。

【（株）LIXIL】おうち防犯チェック！　防犯知識「60代の壁」

　
罪
種
別
で
見
る
と
、
窃

盗
犯
は
、
前
年
比
１
万
２

４
２
４
件
増
の
５
１
万

３
９
３
１
件
で
、
う
ち
侵

入
盗
は
前
年
比
４
１
９

７
件
増
の
４
万
７
２
３

３
件
で
あ
っ
た
。（
２
０

１
９
年
の
窃
盗
犯
は
５

３
万
２
５
６
５
件
）

　

都
道
府
県
別
で
見
る

と
、
東
京
都
が
前
年
比

４
５
９
７
件
増
の
９
万

９
３
４
９
件
、
大
阪
府
が

前
年
比
２
７
０
４
件
増

の
８
万
４
１
０
７
件
で

あ
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
と
日
本
健

康
会
議
が
共
同
で
実
施
す

る
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
６
（
中
小
規
模
法

人
部
門
）」
に
川
喜
金
物
と

ミ
ズ
タ
ニ
が
認
定
さ
れ
た
。

東
京
都
が
約
９
万
９
千
件
、
大
阪
府
が
約
８
万
４
千
件

「
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
」

を
受
賞

　
同
社
社
員
２
名
が
「
第

４
回　

活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
表
彰
（
愛
称
：

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
）」

を
受
賞
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
政
府
が
２

０
２
０
年
に
取
り
ま
と
め

た
「
第
５
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
の
数
値
目

標
（
２
０
２
０
年
代
の
早

期
に
、
指
導
的
地
位
に
占

め
る
女
性
の
割
合
を
30
％

程
度
）の
設
定
に
対
し
て
、

大
阪
商
工
会
議
所
も
同
目

標
の
達
成
を
後
押
し
す
る

た
め
の
一
環
と
し
て
設

立
、
企
業
に
お
け
る
女
性

の
役
員
・
管
理
職
登
用
へ

の
取
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

の
紹
介
や
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

【
マ
ツ
六
（
株
）】

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

　
同
社
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
活
動

の
一
環
と
し
て
、
日
本
の

馬
術
競
技
を
は
じ
め
と

す
る
馬
産
業
お
よ
び
ス

ポ
ー
ツ
産
業
の
持
続
的

な
発
展
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
馬
術
選
手
へ

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
馬
術
競
技
は
、
選
手
個

人
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

馬
・
施
設
・
資
源
・
環
境
・

人
材
と
い
っ
た
多
面
的
な

要
素
が
一
体
と
な
っ
て
成

り
立
つ
競
技
で
、
そ
の
発

【
安　
田
（
株
）】

展
は
地
域
社
会
や
関
連
産

業
の
健
全
な
成
長
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
２
０
２
５
年
度
は
、
杉

谷
泰
造
選
手
が
ア
ジ
ア
選

手
権
団
体
戦
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
上
野
剛
選
手

が
全
日
本
大
会
に
お
い
て

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

な
お
、
同
社
は
、「
健

康
経
営
優
良
法
人
２
０
２

６
（
中
小
規
模
法
人
部

門
）」
に
７
年
連
続
、「
ブ

ラ
イ
ト
５
０
０
」
に
も
２

年
連
続
で
認
定
さ
れ
た
。

【
川
喜
金
物
（
株
）】

【（
株
）
ミ
ズ
タ
ニ
】


